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特集：平成 25年度第 1回ＦＤ研究会報告
大学初年次の共通教育と学修支援

ギリシャ語の Δ Ι Α Λ Ο Γ Ο Σは
「対話」という意味です。英
語・フランス語・ドイツ語・
イタリア語など、西洋近代
諸語も、それを音写して取
り入れています。「対話」は
「真理への道」として、古代
ギリシャの哲学者ソクラテ
スの哲学の方法とされ、そ
の弟子プラトンの著作の形
式「対話編」となって有名
となった言葉です。現代は
その「真理への道」として
の対話ばかりか、一般用法
としての「相互理解の道」
としての対話まで弱くなり、
もっとも強く復活が望まれ
るものと言えます。
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７月３１日（水） 13:00 ～ 15:00  

2013年度 第１回 FD研究会 
 

大学初年次の共通教育と学修支援 

日時 

岐阜大学 教職員・学生, その他どなたでも 

全学共通教育講義棟 105教室 場所 

対象 

 

　　　　　   教養教育推進センター　 
  　　　　　　E-mail： ysdjun16@gifu-u.ac.jp  　Tel：058 - 293 ‒ 3097  （安田） 　　

主催 

　　　　　　大学の教育目標に応じた汎用的技能の育成を目的とした少人数セミナーが, 多くの大
学で全学共通教育科目として開講されています. 一方, その授業内容や運用方法は大学によって多
様であり, 試行錯誤を続けている大学も多いのが現状です. そこで今回のFD研究会では, 三重大か
ら講師をお招きし, 同大でのスタートアップセミナーおよびピアサポーター制度についてご講演い
ただきます. また本学の工学部, 応用生物科学部より各学部での初年次セミナーの実践について報
告いたします. 少人数セミナーについて知見を共有しつつ, 総合討論を行うことによって, 大学の共
通教育と初年次の学修支援の在り方について全学的な議論を深めることが本FDのねらいです.  

趣旨 

13 : 00　学長挨拶   森 秀樹　学長 
 
13 : 05　三重大学の初年次教育とピアサポーター養成の取組み  

       中川 正 氏 （三重大学 学長補佐） 
  

13 : 45　手探りの初年次セミナー：工学部での取り組み 
青木 正人 氏 （工学部 教授）, 三宅 恵子 氏 （岐阜大学 非常勤講師） 

 
14 : 05　応用生物科学部における初年次教育の進展 

　　早川 享志 氏（応用生物科学部 教授） 
 

14 : 20　総合討論　 　 
司会：安田 淳一郎（教養教育推進センター 准教授） 
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発行・編集
2014 年 2月

岐阜大学教育推進・学生支援機構教養教育推進部門

〒501-1193　岐阜市柳戸 1番 1
TEL. 058-293-2178　FAX 058-293-3020

岐阜大学教育推進・学生支援機構　教養教育推進部門広報誌「ディアロゴス」第 21号

表紙　ソクラテス

紀元前 5世紀、ギリシャに生まれ
たソクラテスは「人が人として生
きる意味」を史上初めて自覚的・
意識的・方法的に問うた「哲学の
祖」として知られる人です。実を
言うと、本格的な「学問」という
のはこのソクラテスの問いから生
じていったのであり、それは「人
が生きていることの意味」を問う
ことからさらに「人がここに生き
ている世界」への問いとなって
いったからです。私たち人間は「こ
の世界に生きている」からです。
私たちが、何が対象であれ「疑問
を持ち、追求し、学ぶ」というの
も本来はそうした意味がありまし
た。「学ぶ」ということはただ単
に私たちの衣食住の欲望を満たす
ための手段を探すためだけではあ
りませんでした。ところが近代以
降の科学はそうした「欲望の充足
のための手段」とされていく傾向
が強まりました。これはこれで人
間の生物的な欲求を満たすものと
して意味はありますけれど、人間
はそれだけで生きているわけでは
ないはずです。私たちが生きてい
るのにどんな意味があるのかを問
うことは、「人が人らしく生きる」
ために必然的なことだと言えま
す。「本当の学問」を取り戻した
いです。
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